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　而して西都に於ける戰鬪が電擊的に終結してモスカウの爲政者連が當にしてゐたドイツの急速な國力疲弊の可能性が消え失せたにも拘らず彼等の意嚮は毫も變らなかつたのであつて寧ろ彼等は攻擊の時期を單に遷延したに過ぎなかつた。彼等は恐らくは一九四一年の夏こそ攻擊開始の爲にも最も好機であると思つたに違ひない。全歐は所謂蒙古人の新らしい襲來に依つて危く蹂躙されんとしたのであつた。


ヨーロツパの境界とは？

　然しこれと時を同じうしてチヤーチル氏は對獨戰を强化すると約言した。彼は今は一九四〇年英下院秘密會の席上、ソ聯の參戰を以て今次の戰爭を有利に繼續し終結せしむる最も重要な因子であると強調し又ソ聯の參戰は晚くとも一九四一年には實現し、次いで英國は自國も亦攻擊に移り得るであらうと自ら示唆した事實を卑怯にも否定してゐる。今年春、我々は隨つて確固たる義務の爲人力及び物資を無盡藏に所有するかの如く見えた。一大國の進軍の跡を追ふたのである。斯くしてヨーロツパは愈々
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